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「⼈を対象とする⽣命科学・医学系研究に関する倫理指針」では、いわゆる症例報告は同
指針の適⽤対象に該当しないとされています。ただし、以下に該当する症例報告について
は、当該機関において倫理審査の必要性を議論し、必要が認められるとの結論となった場
合には、必ず倫理審査を受審し、承認を得たうえで、学会発表・論⽂発表等に進んでくだ
さい。 

1. 所属施設・機関における規定等により、機関の⻑（病院⻑等）が審査を求めている
場合 

2. 症例を集積するために診療録等の臨床情報を⽤いるなど、報告内容に臨床研究とし
ての取り扱いが求められる内容（普遍性を導くことが企図された内容など）が含ま
れる場合 

3. 通常の診療の範囲を超えた治療、検査その他を⾏う場合。介⼊に相当する内容が含
まれる場合や薬剤の適応外使⽤を含む場合には特にご注意ください。 

4. 個⼈情報の取り扱いについて、本⼈からの同意を得ていない、あるいは匿名化が⼗
分になされていない可能性があるもの 

なお、倫理審査の必要がない症例報告として応募・投稿された場合であっても、査読の過
程で倫理審査受審の必要性について、疑義が出た場合には、当該施設の⻑や、倫理審査委
員会の⾒解を求める場合があります。症例報告の発表にあたっては、応募・投稿前に上記
について⼗分な検討を⾏ってください。 
また、倫理審査を受審したものの中で、研究性が認められるものについては、臨床研究と
してご応募ください。倫理審査を受審した⼀例報告など、症例報告として応募・投稿する
場合は、内容に倫理審査を受審したことを明記してください。 
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